
人材育成フレームワークの活用事例

■人材育成事例紹介  case7.　パーソナル・アジェンダを活用した人材育成(3)

人材育成フレームワークの活用事例

ICT企業様　営業担当　約300名

実施内容

■人材育成事例紹介  case8.

通信システム事業部門様　イノベーション研修　18名
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実施内容

・アイデア発想はするものの、日頃は業務の推進に追われて実行に結びつきづらい
・ 発生した課題を局所的に対応し、全体や他のシステムへの連携・影響など、俯瞰できていない
・ 真の顧客課題を発見する時間も視点も不足し、とりあえずの作業になってしまう
・ 顧客やユーザーの本質的な課題を探索できていない
・イノベーション活動の推進に必要な知識やスキルを有するメンバーが周りに少なく、取り組みづらい
・イノベーション活動をイベント活動に終わらせず、組織文化として醸成したい

お困りごと

戦略的な育成と指導による営業パフォーマンス向上
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・ 社員の人間力のレベルを、他社と比較して確認したい 
・ 人材育成方針を定め、教育の適正化を図りたい

お困りごと

ユーザーも気づかない本質的なニーズを発見し
価値を創出するイノベーションマインドを醸成する

・ 上司、経験、研修の影響を受け、主体的に行動する意
識の変化が芽生えた。

・ 新規研修に参加することで新しい情報を得られる
（マインドセット含む）。

・ 長期プログラム研修により、知識が定着するととも
にコミュニティができた。

・ 主体的に行動する意欲が出た。

受講者の声
・ 本研修は、上下関係を超えた一人ひとりの個性を生かし

ながら進めるグループ研修になっているのがよかった。
・ 3か月後に社内発表会を実施し、アイデアによっては翌期

度に実行予算をつけて取り組みをさせることで、アイデア
発想イベントで終わらせない活動にしている。

・ 社内文化の醸成は時間を要するが、複数年連続して取り
組むことで、実際の案件で活用するシーンなども発生し、
受講者自身の取り組む態度にも変化が出てきたことが成
果になっている。

教育担当者の声●コンセプチュアルスキル強化研修
コンセプチュアルスキル強化のための研修を実施した部門で、
明らかなコンセプチュアルスキルの伸びを確認。

「グラフィックファシリテーション」　「ストラクチャードコミュニケーション」
「BMG(ビジネスモデルジェネレーション)」　「ファシリテーション」　「提案型営業実践プログラム」

コンセプチュアルスキル強化を実施し部門で顕著に伸長 伸長率TOP15名へのインタビュー

パフォーマンス分析の結果から自社の営業に必要なスキルを確認。 現場での部下指導ポイントの明確化、教育の適正化を図り人を育てる風土を醸
成。 1回目の結果を元に検討した、営業モデルに必要な「コンセプチュアルスキル」と「コーチング」を強化するための教育メニューの実施により育成
と指導の成果が現れ、2回目には営業担当のパフォーマンスが向上。

営業担当の現状レベルの確認
個人の行動特性と適性・資質のギャップ（のびしろ）を見える化

パフォーマンス分析の結果から最適な教育計画、更に明確になった強
化ポイントより教育の適正化、現場での部下指導ポイントの明確化

 「コーチング」「コンセプチュアルスキル」の強化研修実施現場での部
下指導ポイントの明確化

営業担当の現状レベルの確認
●ヒューマンスキルアップ　●自己認知による行動変革意識の醸成
●共創するスキルの習得
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コンセプチュアルスキル：A部門 コンセプチュアルスキル：B部門
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・ 日頃からさまざまな視点から物事を考える能力を鍛えておくことが重要だと再認識
した。

・ 情報の整理のさらに理解を深め、顧客の問題・課題解決方法のチーム議論に活用し
てみたい。（現状はチーム議論が積極的にできていない）。

・ Society 5.0やSDGsを知ることができたので、もっと視野を広げてマーケット・ター
ゲットを考えてみたい。

・ 従来は受け身の活動になっていたが、UXの概念を取り入れ、顧客を巻き込んだビジ
ネス展開をしていきたい。長期的な視野で今の事業を考えると存続は難しく、新しい
ことへのチャレンジが必要になってくる。その時に何が必要かを学べたと思う。今後は
いろいろな方面へアンテナをはり、ビジネスを模索したい。

・ 職場メンバー（5人～7人程度）で参加するデザイン思考のワークショップを実施
・ 顧客への「共感」からはじめるデザイン思考のプロセスをフレームワークで体験する
・ 職場メンバーによる共創体験によって、顧客視点でのアイデアを発想する文化を醸成する
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※デザイン思考を参考に芝大門塾で作成

IDEO Tim Brown, 2009 に加筆

●新サービス（プロダクト）を構想するプロセス：例




